
まちの話題
・日野谷早春演芸会
・市民探鳥会など

Information ～お知らせ～
・藤岡ふじまつり
・各種児童扶養手当申請など

藤岡市は市制施行 65周年を迎えました

City-Fujioka-Gunma Public Relations

2 019

No.1200
4.１

平成 31年度予算概要 詐欺被害等防止機能付き電話機購入補助
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詐
欺
被
害
な
ど
の
防
止
機
能
が

付
い
た
電
話
機
の
購
入
に
対
し
て

補
助
を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
税
に
滞
納
が
な
く
、
市

内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
そ
の
住

所
地
に
居
住
し
て
い
る
65
歳
以
上

の
人

対
象
電
話
機　
平
成
31
年
４
月
１

日
以
降
に
購
入
し
た
次
の
全
て
の

条
件
を
満
た
す
新
品
の
電
話
機
▽

電
話
の
着
信
時
に
、
電
話
の
相
手

方
に
通
話
が
録
音
さ
れ
る
旨
の
警

告
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
る
機
能
が

あ
る
▽
通
話
内
容
を
自
動
的
に
録

音
す
る
機
能
が
あ
る

補
助
金
額　
購
入
費
の
２
分
の
１

以
内
の
額
と
し
、
上
限
５
０
０
０

円（
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）

　
※
申
請
は
１
世
帯
１
回
限
り
で
、

電
話
機
の
設
置
費
用
、
付
属
品
の

追
加
購
入
費
は
除
く

そ
の
他
　
申
し
込
み
が
予
算
額
に

達
し
た
時
点
で
終
了
と
な
る
た
め
、

購
入
前
に
必
ず
申
請
状
況
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い

申
請
・
問
い
合
わ
せ　
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー（
☎
㉒
１
２
１
１
内

線
２
２
９
９
）

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
と
家
庭
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄

電
池
を
新
た
に
同
時
設
置
す
る
人
、

蛍
光
灯
設
備
な
ど
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
に
交
換
す
る
人
に
、
設
置
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　
①
市
内
在
住
で
市
税
に
滞

納
が
な
く
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
と
家
庭
用
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
蓄
電
池
を
同
時
に
設
置
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
▽

自
ら
居
住
す
る
住
宅
に
設
置
す
る

人（
住
宅
で
店
舗
な
ど
の
用
途
を

兼
ね
る
も
の
、
同
一
敷
地
内
の
倉

庫
の
屋
根
な
ど
に
設
置
す
る
場
合

も
含
む
）▽
自
ら
居
住
す
る
た
め

に
市
内
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等

付
き
住
宅
を
購
入
す
る
人
②
市
内

在
住
で
市
税
に
滞
納
が
な
く
、
自

ら
居
住
す
る
既
存
住
宅（
住
宅
で

店
舗
な
ど
の
用
途
を
兼
ね
る
場
合

も
含
む
）に
お
け
る
蛍
光
灯
設
備

な
ど
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
使
用
し

た
設
備
に
交
換
す
る
人

補
助
金
額　
①
シ
ス
テ
ム
を
構
成

す
る
太
陽
電
池
１
kW
当
た
り
２
万

円（
上
限
８
万
円
）、
蓄
電
池
１

　バスの利用促進と高齢者の福祉向上を
図るため、販売価格の２割引きでバスの
回数券を購入できます。
対　　象　市内在住の 65 歳以上の人
購入方法　

▽藤岡～上平線・三ツ木～高山線＝購入
証明証を車内で提示して購入してくださ
い。証明証の発行については保険証など
を持って地域安全課にお越しください

▽三波川線・奥多野線＝保険証などを車
内で提示して購入してください
問い合わせ　地域安全課（☎㊵2245）

kWh
当
た
り
３
万
円（
上
限
10
万
円
）

②
１
万
円
以
上
の
経
費
の
２
分
の

１（
上
限
１
万
円
）

申
請
方
法　
対
象
と
な
る
シ
ス
テ

ム
の
設
置
工
事
に
着
手
す
る
前
に

申
請
書
を
記
入
の
上
、
環
境
課
へ

　
※
提
出
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

環
境
課
窓
口
で
配
付
し
て
い
ま
す

申
請
期
限　
設
置
工
事
完
了
日
か

ら
起
算
し
て
60
日
ま
た
は
平
成
32

年
３
月
26
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日

問
い
合
わ
せ　
環
境
課（
☎
㊵
２

２
６
４
）

　
４
月
27
日
㈯
～
５
月
６
日
㉁
は

次
の
よ
う
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

■
市
役
所

開
庁
日
時　
５
月
１
日
㈷
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

内
容　
印
鑑
登
録
、
印
鑑
証
明
書

の
発
行
、
住
民
票
の
写
し
・
戸
籍

謄
抄
本
の
発
行
、
戸
籍
に
関
す
る

届
出
書
の
預
か
り
、
転
入
・
転
出
・

転
居
の
届
出
、
所
得
課
税
証
明
書・

納
税
証
明
書
の
発
行

　
※
休
業
日
で
も
死
亡
届
や
婚
姻

届
、
出
生
届
な
ど
の
各
種
届
出
を

日
直
で
受
け
付
け
て
い
ま
す（
午

後
５
時
15
分
以
降
は
死
亡
届
・
死

産
届
を
除
く
）。
各
種
証
明
書
の

　市では高齢者の交通事故を減少させるため、運
転免許証を自主的に返納した人に運転経歴証明書
の交付に係る費用補助および公共交通利用券など
の補助を行います。
対象　次の全ての条件を満たす人 ▽平成 31 年４
月１日以降に運転免許証の自主返納をした人 ▽市
内在住で自主返納時に本市の住民基本台帳に記録
されている満 65 歳以上の人
補助　

　 ▽運転経歴証明書の交付手数料の補助

　 ▽公共交通利用券など（バス利用券１万円分か、
　　タクシー券 5,000円分どちらか）の補助
　　　※１人１回限り
利用可能な路線　市内循環線・藤岡～上平線・三
ツ木～高山線・三波川線・奥多野線
利用可能なタクシー　上信ハイヤー・藤岡タクシー・
ロングタクシー・鬼石タクシー・奥多野交通
使用期限　交付を受けた年度～翌年度の３月末日
申請期限　自主返納時から３カ月以内
申請・問い合わせ　地域安全課（☎㊵ 2245）

発
行
お
よ
び
パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・

交
付
は
で
き
ま
せ
ん

■
ご
み
の
収
集
・
直
接
搬
入

▽
可
燃
ご
み
、不
燃
ご
み
、資
源・

有
害
ご
み
の
収
集
は
通
常
通
り
行

い
ま
す

▽
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の
直

接
搬
入
の
受
け
入
れ
は
行
い
ま
せ
ん

■
鬼
石
病
院

開
院
日　
▽
４
月
30
日
㉁
・
５
月

３
日
㈷
＝
内
科
・
外
科
▽
５
月
５

日
㈷
＝
当
番
医

■
公
立
藤
岡
総
合
病
院

　
一
般
外
来
は
対
応
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
継
続
中
の
治
療
お
よ
び
救

急
は
対
応
し
ま
す

　
健
康
増
進
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
市
で
は
住
民
の
健
康
を
守
る

観
点
か
ら
受
動
喫
煙
対
策
の
推
進

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
率
先
し
て
受
動
喫
煙
対
策
を
進

め
る
た
め
、
市
有
施
設
の
一
部
を

敷
地
内
禁
煙
と
し
ま
す
。
施
設
に

よ
っ
て
は
、
屋
外
に
喫
煙
場
所
を

設
け
、「
喫
煙
場
所
」の
掲
示
を

し
ま
す
。
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を

防
ぐ
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
課（
☎

㊵
２
８
０
８
）

①免許証の自主返納
　補助を受ける前に、藤岡警察署で有効期限内
に運転免許証を自主返納する必要があります。
申請に必要なもの
・運転免許証
・印鑑（スタンプ印不可）
受
け
取
る
も
の

 □ 1　申請書類一式
 □ 2　申請による運転免許の取消通知書
※運転経歴証明書を申請した人は後日交
付になります（手数料 1,100 円は補助申
請後に指定口座へ振り込まれます）

②補助申請の手続き
　下記「申請に必要なもの」を同封の上、郵送
先住所へ郵送するか、地域安全課窓口にて申
請を行ってください。

窓
口

　地域安全課（防災センター１階）
　鬼石総合支所鬼石振興課

郵
送
先

　〒 357-8601 藤岡市役所地域安全課
　（住所記載不要）

③手数料の振り込み・利用券の発送
　申請後２～３週間後に、公共交通利用券を
自宅へ郵送します。交付手数料の補助は「申請
書兼請求書」に書かれた口座へ振り込まれます。

補助を受けるまでの流れ

バスの回数券２割引き‼
市内在住 65 歳以上の人

※写真はイメージです

市長コラム

申
請
に
必
要
な
も
の

 □ 1 申請書兼請求書
 □ 2 申請による運転免許の取消通知書の写し
　　  または運転経歴証明書の写し
 □３印鑑（スタンプ印不可）
　　　※郵送の場合、不要
 □４振込先口座の分かる物
　　　※郵送の場合、不要

 運転免許証の自主返納を考えてみませんか
詐
欺
被
害
等
防
止
機
能
付
き
電
話
機
の
購
入
補
助

大
型
連
休
の
対
応

住
宅
用
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
な
ど
の
設
置
に
対
す
る
補
助

市
有
施
設
の
一
部
を
敷
地
内
禁
煙

　すっかり暖かくなり、草木の緑、あふれる生命力が鮮やかな季節になりました。街中で
は桜が今まさに満開です。そして間もなくフジの花がほころび始めます。さあ皆さん、晴
れた日には外に出て、春の息吹を全身で浴びましょう。
　４月は若者にとって、入学、進級、就職などで新しい環境に飛び込み、挑戦を始める季
節でもあります。困難な目標に対して果敢に挑んでいくこと、都会に憧れ、ふるさとを離
れてチャレンジすることは、若者の素晴らしい特権です。地元の地域で活躍する人、市外
に羽ばたいた人にも、「広報ふじおか」などいろいろなメディアで明るく元気な藤岡を発
信して届けていきます。市民みんなが君たちを応援しています！ファイト！
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　任期満了に伴い、三波川財
産区管理会委員に、小柏英雄
さん（再任）・小柏克巳さん（再
任）・南三夫さん（再任）・新井
松江さん（再任）が、市議会の
同意を得て、４月１日付けで
三波川財産区管理会委員に選
任されました。

必要ポイント 内容（今後追加予定）

5 ポイント みずとぴあのプールおよびトレーニング施設 １回半額

8 ポイント
500 円相当の検診 １回無料（※１）
桜山公園駐車場 １回無料
コミュニティ・センターやすらぎ　1 回無料

15 ポイント

特定健康診査 １回無料（※１）
1,000 円相当の検診 1 回無料（※１）
高齢者インフルエンザワクチンの予防接種 １回無料

（※１・2）
※ 1　  事業の対象者に限ります
※ 2　  市内の医療機関で接種する場合に限ります

対象事業（今後追加予定）

 ■担当：健康づくり課
　特定健康診査
　後期高齢者健診
　前立腺がん検診
　乳がん・甲状腺がん検診
　胃がん検診、歯周病検診
　結核・肺がん検診
　肝炎ウイルス検診
　子宮頸がん検診
　大腸がん検診　
　骨粗しょう症検診
　健康運動教室
　特定保健指導

 ■担当：介護高齢課
　高齢者水中健康体操
　生涯現役塾

 ■担当：子ども課
　妊婦歯科健診

 ■担当：スポーツ課
　健康・体力づくり教室
　ダンベル健康体操教室
　日常生活筋力アップ教室

表１）保険料率

　
原
則
75
歳
以
上
の
人
が
加
入
す

る
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
、

加
入
者
の
皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が

を
し
た
と
き
の
医
療
費
な
ど
の
支

払
い
に
充
て
る
た
め
、
一
定
割
合

で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
保
険
料
率
は
２
年
ご
と
に
見
直

さ
れ
、
平
成
31
年
度
の
保
険
料
率

は
30
年
度
と
同
率
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
率
や
計
算
方
法
は
下
記

表
１
の
通
り
で
す
。

　
同
一
世
帯
の
被
保
険
者
と
世
帯

主
の
総
所
得
金
額
な
ど
の
合
計
額

に
応
じ
て
、
均
等
割
額
が
２
割
～

９
割
軽
減
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

４
月
か
ら
９
割
軽
減
が
８
割
軽
減

に
変
更
さ
れ
ま
す
。
軽
減
該
当
条

件
と
軽
減
後
の
均
等
割
額
は
表
２

の
と
お
り
で
す
。

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
人
の
軽
減

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
資
格
を
得

た
日
の
前
日
に
被
用
者
保
険（
国

保
、
国
保
組
合
以
外
）の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
人
の
保
険
料
は
、
所

得
割
額
は
課
さ
れ
ず
、
均
等
割
額

は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
時

か
ら
２
年
間
に
限
り
５
割
軽
減
さ

れ
ま
す
。

　
均
等
割
額
の
軽
減
に
も
該
当
す

る
場
合
は
、
軽
減
割
合
の
大
き
い

方
が
適
用
さ
れ
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
課（
☎

㊵
２
２
５
９
）

区分 所得割率 均等割額 限度額
平成 31 年度 8.6％ 4 万 3,600円 62 万円

表２）保険料の軽減措置の変更

※年間保険料は、所得に応じた「所得割額」と「均等割額」との合計です

　保険料の計算
所得割額

（総所得金額など－33万円）×8.6%
均等割額

（4万3,600円） 年間保険料＋ ＝

軽減割合 軽減該当条件（所得金額） 軽減後の額

８割軽減 「基礎控除額（33万円）以下で、かつ被保険者全員の各所得が０円」の世帯（た
だし公的年金等控除額は 80万円として計算） 8,720 円

8.5 割軽減 「基礎控除額（33万円）」以下の世帯 6,540 円

５割軽減 「基礎控除額（33万円）＋ 28万円（27万 5,000 円から拡大）×世帯の被保険者数」
以下の世帯 2 万 1,800 円

２割軽減 「基礎控除額（33万円）＋ 51万円（50万円から拡大）×世帯の被保険者数」以下の
世帯 3 万 4,880 円

均
等
割
額
の
軽
減

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で

  

あ
っ
た
人
の
軽
減

■放送　群馬テレビ
　４月 12日㈮午後７時 30分～８時
　（再放送　４月 14日㈰ 午前９時 30分～10時）
■出演者　タイムマシーン３号、横塚沙弥加

　市内の観光スポットや今年で世界文化遺産登録
５周年を迎える高山社跡などを群馬県宣伝部が
巡った様子が放映されます。ぜひご覧ください。

で
あ
る

補
助
対
象
経
費　
▽
衣
装・人
形・

道
具
な
ど
の
購
入
、
修
繕
や
復
元

に
要
す
る
経
費
▽
後
継
者
育
成
の

た
め
の
活
動
に
要
す
る
経
費

　
※
過
去
５
年
以
内
に
補
助
を
受

け
た
経
費
は
対
象
外

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の
３

分
の
１
以
内
の
額
と
し
、
１
団
体

当
た
り
40
万
円
ま
で

  

共
通
事
項

補
助
対
象
期
間　
交
付
決
定
日
～

平
成
32
年
３
月
末

そ
の
他　
市
か
ら
他
の
補
助
を
受

け
る
事
業
は
対
象
外

申
請
・
問
い
合
わ
せ　
地
域
づ
く

り
課（
☎
㊵
２
４
２
８
）

小柏英雄さん
（三波川）

小柏克巳さん
（三波川）

新井松江さん
（三波川）

南　三夫さん
（三波川）

三波川財産区管理会委員
の選任

事
、
習
い
事
の
発
表
会
▽
す
で
に

定
着
し
て
い
る
継
続
事
業
な
ど

補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内
の
額
と
し
、
１
団
体

当
た
り
20
万
円
ま
で

  

伝
統
文
化
保
存
継
承
事
業

　
市
内
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
太
々

神
楽
、
獅
子
舞
、
祭
囃は

や
し子

な
ど
の

伝
統
文
化
を
保
存
継
承
し
、
地
域

の
活
性
化
に
取
り
組
む
団
体
を
支

援
し
ま
す
。

対
象
団
体　
次
の
全
て
の
条
件
を

満
た
す
団
体
▽
市
内
に
住
所
を
有

す
る
▽
一
定
の
活
動
実
績
が
あ
り
、

事
業
を
完
遂
で
き
る
見
込
み
が
あ

る
▽
規
約
を
有
し
、
代
表
者
が
明

ら
か
で
あ
る
▽
会
計
経
理
が
明
確

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
活
動
費

　
歴
史
や
文
化
、
自
然
環
境
な
ど

の
地
域
特
性
を
活
用
し
て
、
住
民

が
主
体
と
な
っ
て
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む

団
体
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
団
体　
自
主
的
に
組
織
さ
れ

た
市
民
団
体（
前
年
度
ま
で
に
補

助
を
受
け
た
団
体
は
除
く
）

対
象
活
動　
地
域
の
歴
史
文
化
の

保
存
活
用
、
自
然
環
境
の
保
存
活

用
、
福
祉
・
健
康
づ
く
り
、
生
活

環
境
・
景
観
の
改
善
、
地
域
づ
く

り
市
民
意
識
の
高
揚
、
そ
の
ほ
か

地
域
振
興
に
必
要
な
活
動

対
象
外
の
活
動　
▽
団
体
な
ど
が

行
う
鑑
賞
の
み
の
活
動
▽
け
い
こ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率
を
一
部
変
更

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
健
康
と
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
を
ゲ
ッ
ト
！

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
活
動
費
・
伝
統
文
化
保
存
継
承
事
業
の
補
助
金

　
平
成
31
年
４
月
よ
り
、
市
民
の

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
的
に
、
楽

し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業
を
開
始
し
ま
す
。
健（
検
）

診
や
健
康
講
座
な
ど
の
健
康
づ
く

り
の
事
業
に
参
加
す
る
と
ポ
イ
ン

ト
が
貯
ま
り
、
特
典
が
受
け
ら
れ

る
事
業
で
す
。

参
加
方
法　
①
対
象
事
業
参
加
時

や
事
業
担
当
課
で
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
を
入
手
し
ま
す
②
対
象
事
業
に

参
加
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
ま
す

③
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
っ
た
ら
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
と
引
き
換
え
に
特
典

を
受
け
ま
す

対
象　
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
課（
☎

㊵
２
８
０
８
）

100 歳のお誕生日
おめでとうございます

新井市長と反町市議会議長が慶祝訪問

小
お ざ ね

實　かねさん（3月 18日訪問）
　若い頃からおしゃれに気を配っていた
という小實さん（3月 15日生まれ・藤岡）
は、今でも毎日化粧水を付けているとい
います。市長から賞状を手渡されると、
にこやかな笑顔を見せていました。
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歳
　
入

　
市
財
政
の
根
幹
で
あ
る
市
税
は
、

個
人
市
民
税
、
固
定
資
産
税
で
税

収
増
を
見
込
み
、
前
年
度
比
１
・

２
％
増
の
84
億
８
８
７
７
万
円
。

地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
比
６
・

４
％
減
の
44
億
円
。
市
債
は
、
合

併
特
例
債
な
ど
を
活
用
し
20
億
８

２
６
０
万
円
。
ま
た
全
体
収
支
の

不
足
を
補
う
た
め
、
財
政
調
整
基

金
か
ら
14
億
５
４
５
６
万
６
０
０

０
円
を
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

　
歳
　
出

総
務
費　
地
域
の
歴
史
・
文
化
保

存
継
承
事
業
、
詐
欺
被
害
等
防
止

機
能
付
き
電
話
機
購
入
補
助
事
業
、

移
住
支
援
補
助
事
業
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
車
購
入
事
業
な
ど
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
強
化
や

市
民
の
安
心
・
安
全
対
策
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

民
生
費　
老
人
ク
ラ
ブ
補
助
事
業
、

高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支

援
事
業
、
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど

も
の
学
習
・
生
活
支
援
事
業
、
要

医
療
重
症
心
身
障
害
児（
者
）訪

問
看
護
支
援
事
業
、
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
事
業
、
幼
児
教
育
の
無

償
化
事
業
な
ど
、
老
人
、
障
が
い

者
福
祉
の
向
上
や
子
育
て
環
境
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

衛
生
費　
が
ん
検
診
や
予
防
接
種

事
業
な
ど
、
医
療
の
充
実
と
健
康

づ
く
り
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計
画

作
成
事
業
、住
宅
用
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
等
設
置
補
助
事
業
な
ど
、
地

球
環
境
に
も
優
し
い
、
快
適
な
生

活
環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

農
林
水
産
業
費　
農
林
業
者
を
支

援
す
る
た
め
の
各
種
補
助
金
や
土

地
改
良
事
業
、
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
た
林
業
振
興
事
業
、
鳥

獣
対
策
事
業
な
ど
、
農
林
業
の
振

興
を
図
り
ま
す
。

商
工
費　
藤
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
西
産
業
団
地
関
連
事
業
、
企
業

誘
致
奨
励
金
事
業
な
ど
の
実
施
に

よ
り
企
業
誘
致
の
推
進
を
図
る
と

と
も
に
、
ら
ら
ん
藤
岡
、
土
と
火

の
里
公
園
、
桜
山
公
園
、
ふ
じ
の

咲
く
丘
公
園
な
ど
の
観
光
拠
点
の

充
実
を
図
り
、
観
光
振
興
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
平
成
31
年
度

は
市
制
施
行
65
周
年
の
節
目
に
当

た
る
こ
と
か
ら
、
群
馬
県
内
一
規

模
の
花
火
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

土
木
費　
生
活
道
路
の
新
設
・
改

良
事
業
、北
部
環
状
線
街
路
事
業
、

　平成 31年度予算が第１回市議会定例会で可決されましたので、その概要をお知らせします。一般
会計予算は、前年度対比、1.2％減の 258 億 5,000 万円。
　平成 31 年度は、第５次藤岡市総合計画で目指す将来像である「郷土を愛し未来を創生する藤岡」
の実現を図るとともに、限りある行政資源を有効に活用し、効果的で持続可能な行政運営を行うべく、
市政運営に当たっての市長の基本姿勢である「地域コミュニティの維持・強化」を中心に、企業誘致の
推進、子育て支援の充実、高齢者施策の充実および教育環境の整備などの諸施策に積極的に取り組む予
算としました。また、平成 31年度予算のキャッチフレーズを「元気発信！躍動する藤岡創生予算」と
し、市民総出となって藤岡市を創り上げていく各種事業を計上しています。
                                                                               問い合わせ　財政課（☎㊵2821）

用語解説【歳入】
自主財源　市が自主的に収入
することができる財源
依存財源　国や県などから交
付または割り当てられる収入
市税　市民の皆さんや法人な
どから納めていただく税金
地方交付税　市町村の財政状
況に応じて国から配分される
交付金
国庫支出金　特定の事務事業
に対して国から交付される支
出金
県支出金　特定の事務事業に
対して県から交付される支出金
市債　公共事業などで多額の
資金が必要なときの長期借入金
その他　使用料及び手数料、地
方譲与税、寄附金など

用語解説【歳出】
民生費　高齢者・障がい者福祉、
子育て支援、生活保護などの経費
土木費　道路整備、公園管理、
区画整理などの経費
衛生費　保健・環境衛生、ゴミ
処理などの経費
公債費　長期借入金の返済金
総務費　内部管理や人件費、戸
籍事務などの経費
教育費　教育の充実や文化・ス
ポーツ振興などの経費
消防費　消防・防災活動、防災
基盤整備などの経費
農林水産業費　農林業の振興や
土地改良などの経費
商工費　商工業や観光などを振
興する経費
その他　議会費、労働費、災害
復旧費、諸支出金、予備費

平成 31 年度予算概要

諸収入
６億 5,110 万円

（2.5％）

その他
5 億 3,402 万円（2.1％）

地方交付税
44 億円（17.0％）

県支出金
21億 6,065 万円
(8.4%）

地方消費税交付金
12 億 1,863 万円（4.7%)

その他
６億 2,015 万円（2.3％）

市税
84 億 8,877 万円

（32.8％）

繰入金
19 億 0,106 万円

（7.4％）
国庫支出金
37 億 9,302 万円

（14.7％）

市債
20 億 8,260 万円

（8.1％）

一般会計

歳出
258億5,000万円

民生費
98 億 3,553 万円（38.1％）

土木費
33 億 6,672 万円

（13.0％）

公債費
26 億 9,357 万円

（10.4％）

衛生費
28 億 6,859 万円

（11.1％）

教育費
18億 6,423 万円（7.2％）

総務費
25 億 5,664 万円

（9.9％）

消防費
10億 7,829 万円 (4.2％）

商工費
６億 1,617 万円（2.4％）
農林水産業費
６億 7,766 万円（2.6％）

その他
2 億 9,260 万円（1.1％）

藤
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
北
口
線

街
路
事
業
な
ど
の
幹
線
道
路
の
整

備
、
北
藤
岡
区
画
整
理
事
業
や
毛

野
国
白
石
丘
陵
公
園
整
備
事
業
、

庚
申
山
総
合
公
園
整
備
事
業
な
ど

を
進
め
る
と
と
も
に
、
平
成
32
年

度
に
予
定
し
て
い
る「
花
と
緑
の

ぐ
ん
ま
づ
く
り
事
業
」の
実
施
に

係
る
経
費
を
計
上
し
、
に
ぎ
わ
い

と
活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ
る
都
市

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

消
防
費　
消
防
ポ
ン
プ
車
購
入
事

業
、
藤
岡
市
防
災
訓
練
事
業
、
消

防
団
員
自
動
車
運
転
免
許
取
得
費

補
助
事
業
の
ほ
か
、
防
災
公
園
整

備
事
業
を
進
め
、
市
民
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
消
防

防
災
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

教
育
費　
通
学
路
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
事
業
、
小
中
一
貫
教
育
推
進
事

業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
事

業
、小
中
学
校
体
育
館
改
修
事
業
、

公
民
館
大
規
模
改
修
事
業
な
ど
、

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
教
育
環
境

の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
高
山

社
跡
保
存
整
備
事
業
に
よ
る
世
界

遺
産
の
修
復
と
保
存
、
生
涯
学
習

事
業
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
参
加

の
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

元気発信！ 躍動する藤岡創生予算
平成31年度藤岡市の予算

一般会計

歳入
258億5,000万円

当初予算合計

456億3,269万円
一般会計　258 億 5,000 万円（前年度対比 1.2％減）
特別会計　161 億 5,698 万円（前年度対比 0.2％減）
企業会計  　36 億 2,571 万円（前年度対比 3.3％減）

(前年度対比1.0％減)
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新 改元関係事業 100万円
新 防犯パトロール車購入事業 221万円
新 詐欺被害等防止機能付き電話機購入補助事業

50万円
新 233万円
新 再生可能エネルギー導入計画作成事業

991万円
充 住宅用新エネルギー設備等設置補助事業

880万円
新 消防団員自動車運転免許取得費補助事業

60万円

新 空家解体補助事業 600万円
藤岡市消防訓練事業 70万円

高齢者運転免許証自主返納支援事業

北藤岡区画整理事業 ４億 3,961万円
北部環状線街路事業 3億5,607万円
藤岡インターチェンジ北口線街路事業

１億6,650万円
新 庚申山総合公園整備事業 6,427万円
毛野国白石丘陵公園整備事業 ２億 0,891万円

基本施策 1　生活・環境

基本施策２　健康・福祉

基本施策３　産業・観光

基本施策６　行財政

基本施策４　都市基盤

基本施策５　教育・文化

平成 31 年度予算概要

農道整備事業 4,389万円
藤岡インターチェンジ西産業団地関連事業

新 ＊排水路改修工事 3,925万円
新 ＊配水管布設撤去工事 6,885万円
新 ＊道路改良工事 8,650万円
新 群馬デスティネーションキャンペーン事業

300万円

観光協会補助事業 2,073万円

充 小中一貫教育推進事業 61万円
充 コミュニティスクール事業 101万円
新 小中学校体育館改修事業 3,504万円
新 通学路防犯カメラ設置事業 1,653万円
高山社跡管理・保存整備事業

新 ＊デジタルサイネージ作成委託料 472万円
新 ＊屋外解説板設置工事 200万円
＊人道橋建設事業 7,008万円
＊石垣修復事業 1,914万円

新 ＊修景整備工事 283万円

新 移住支援補助事業 1,840万円
新 地域の歴史・文化保存継承事業 790万円
新 市制施行65周年記念花火大会事業

1,300万円
新 花と緑のぐんまづくり事業 2,900万円
新 公民館大規模改修事業 2,002万円

特別会計　161億5,698万円 ※�特別会計は、特別な事業の収入と支出を一般会計と区別した
ものです。10 の特別会計があります。

国民健康保険事業勘定特別会計 72億9,380万円 学校給食センター事業特別会計 5億2,460万円
後期高齢者医療特別会計 ７億4,230万円 下水道事業特別会計 ９億9,337万円
介護保険事業勘定特別会計 62億 2,601万円 特定地域生活排水処理事業特別会計 3,023万円
介護老人保健施設特別会計 ２億6,505万円 簡易水道事業等特別会計 7,553万円
住宅新築資金等貸付事業特別会計 412万円 三波川財産区特別会計 197万円

企業会計　 36億2,571万円 ※�企業会計は、独立採算制を基本にした民間企業と同じ経理方
式をとる会計です。２の企業会計があります。

水道事業会計 22億2,630万円 国民健康保険鬼石病院事業会計 13億9,941万円

平成31年度
主な事業と予算額

新 生活困窮世帯の子どもの学習・生活支援事業
53万円

新 要医療重症心身障害児（者）訪問看護支援事業
93万円

障害者総合支援給付事業 10億2,421万円
障害児福祉事業 2億1,910万円

充 老人クラブ補助事業 277万円
新 プレミアム付商品券事業 ３億1,003万円
子育て支援事業 4,257万円
予防接種事業 １億3,835万円

新 産婦健診事業 137万円
新 幼児教育の無償化事業

は新規事業
は拡充事業

新
充
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熱心に聞き入る参加者。

　日野公民館で日野谷早春演芸会が
開催されました。懐かしの歌謡曲を
演奏した大正琴を皮切りに、日本舞
踊・スコップ三味線・皿回し・手品
などさまざまな演芸が披露されまし
た。
　参加者たちは演芸を鑑賞するだけ
ではなく、演奏された曲を一緒に歌っ
たり、皿回しに挑戦したりするなど、
体験をしながら楽しいひとときを過
ごしました。

早春の一日に楽しく演芸鑑賞
3
11

皿回しを体験する参加者。やり方を教わりながらうまく回すことができました。

　烏川河川敷など５つの河川敷で一斉に清掃活
動を行う「河川クリーン作戦」が行われ、1,000
人を超える市民や各種団体が参加しました。参
加者は「ごみは年々少なくなってきている。普段
からきれいにしておくことが大事ですね」と話し
てくれました。

環境を考える
識を高める意 2

17

参加者は協力しながら１時間ほど作業を行いました。

軽快なトークに参加者は引き込まれました。

　市区長会新春講演会が商工会議所で行われ、
市内在住でＦＭぐんまパーソナリティーの内藤
聡さんが講演しました。内藤さんは「大阪や名古
屋でＤＪをしていた頃のエピソードやラジオを
通じて自身が発した言葉でリスナーが元気になっ
てくれたらうれしい」と話しました。

ラジオを通して
葉で元気を届ける言 2

12

田中教育長から表彰状が授与されました。

　芸術・文化・体育など学校教育や社会教育の
分野で功績のあった個人・団体を表彰する「教育
長表彰」が市民ホールで行われ、県小中学校百人
一首かるた大会優勝や少年の主張県大会最優秀
賞などの体育振興賞４人、学芸奨励賞139人、体
育奨励賞68人に表彰状が授与されました。

功績を称える
らゆる分野で活躍あ 2

20
　男女共同参画講演会が総合学習センターで開
催されました。県立女子大学の佐々木尚毅教授が、
参加者60人に「男女共同参画は社会的包摂の取っ
掛かり」と題し、人に優しい持続可能な地域社会
を目指すために何が求められているのかをユー
モアを交えながら熱く語りました。

いま、求められていること
しい社会をつくるために新 2

19

　市民探鳥会が庚申山総合公園周辺を会場に行
われました。この日集まった25人の参加者らは
望遠鏡やカメラを手に約30種類の野鳥を観察。
中にはキクイタダキやベニマシコといった貴重
な野鳥も観察でき、そのしぐさや鳴き声などを
楽しみました。

さえずりに耳を傾け
種類の野鳥を観察30

野鳥観察を楽しむ参加者たち。

3
9

　市の郷土や文化を伝える映画「コウとチョウ
ゴロウの夏」の製作開始を前にワークショップ
が藤岡公民館で行われました。市内の中高生ら
30人が演技班と撮影班に分かれ、同作品の藤橋
誠監督と俳優の浜本暢博さんの指導を受けなが
ら、数分のミニドラマの製作を体験しました。

市民主体で製作
ち映画10月上映ま 2

24

参加者は真剣な表情で取り組んでいました。
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図
書
館
情
報

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

イ
ベ
ン
ト

健
康
福
祉

Information ～お知らせ～

みかぼみらい館
問（☎㉒ 5511）

持
っ
て
く
る
物　
筆
記
用
具

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
４
月

９
日
㈫
～
23
日
㈫
に
藤
岡
地
方
ユ

ネ
ス
コ
協
会
事
務
局（
生
涯
学
習

課
内
☎
㉒
６
８
８
８
）へ

日
時　
５
月
９
日
～
７
月
11
日
の

木
曜
日（
全
10
回
）午
後
７
時
～

８
時
30
分

会
場　
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
北
棟

講
師　
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・
カ
ス
テ

ロ
さ
ん（
市
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

ま
た
は
国
際
交
流
協
会
会
員
の
中

学
生
以
上
で
、
英
検
４
級
程
度
を

目
指
す
人

定
員　
20
人（
先
着
順
、
最
少
実

施
人
数
10
人
）

参
加
料　
市
国
際
交
流
協
会
▽
会

員
＝
４
０
０
０
円
▽
非
会
員
＝
６

０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
４
月

８
日
㈪
～
22
日
㈪
に
市
国
際
交
流

協
会
事
務
局（
地
域
づ
く
り
課
内

☎
㊵
２
４
２
８
）へ

日
時　
５
月
７
日
～
９
月
17
日
の

火
曜
日（
全
20
回
）午
後
７
時
～

８
時
30
分

会
場　
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
北
棟

講
師　
須
藤
朋
子
さ
ん（
前
橋
西

高
校
フ
ラ
ン
ス
語
講
師
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

ま
た
は
国
際
交
流
協
会
会
員
の
中

学
生
以
上
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
や
フ

ラ
ン
ス
文
化
、
フ
ラ
ン
ス
美
術
を

初
め
て
学
ぶ
人

定
員　
20
人（
先
着
順
、
最
少
実

施
人
数
10
人
）

参
加
料　
市
国
際
交
流
協
会
▽
会

員
＝
８
０
０
０
円
▽
非
会
員
＝
１

万
円（
テ
キ
ス
ト
代
が
別
途
必
要

に
な
り
ま
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
４
月

８
日
㈪
～
22
日
㈪
に
市
国
際
交
流

協
会
事
務
局（
地
域
づ
く
り
課
内

☎
㊵
２
４
２
８
）へ

日
時　
５
月
８
日
～
７
月
10
日
の

水
曜
日（
全
10
回
）午
後
７
時
～

８
時
30
分

会
場　
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
北
棟

講
師　
ヒ
カ
ル・タ
ン
ジ
さ
ん（
市

Ａ
Ｌ
Ｔ
）

対
象　
中
学
生
以
上
の
人

定
員　
15
人（
先
着
順
、
最
少
実

施
人
数
10
人
）

参
加
料　
５
０
０
０
円（
教
材
費

込
み
）

　　
藤
岡
北
高
校
の
生
徒
が
実
習
で

作
っ
た
野
菜
苗･

草
花･

パ
ン
を

販
売
し
ま
す
。

日
時　
４
月
20
日
㈯
午
前
９
時
〜

午
後
３
時（
パ
ン
販
売
は
午
前
10

時
30
分
～
）

会
場　
藤
岡
北
高
校

販
売
品
・
価
格　
▽
ナ
ス
・
ピ
ー

マ
ン
・
ト
マ
ト
な
ど
＝
70
円
▽
カ

ボ
チ
ャ
・
ス
イ
カ
・
ニ
ガ
ウ
リ
な

ど
＝
１
０
０
円
▽
接
ぎ
木
ト
マ
ト
・

接
ぎ
木
ナ
ス
＝
１
５
０
円
▽
花
壇

用
苗
物
＝
70
円
〜
▽
寄
せ
植
え
＝

３
０
０
円
〜

そ
の
他　
▽
販
売
品
は
数
に
限
り

が
あ
り
ま
す
▽
箱
や
袋
な
ど
持
ち

帰
り
用
容
器
を
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
▽
駐
車
場
は
混
雑
し
ま
す
。

来
場
の
際
は
、
乗
り
合
わ
せ
に
す

る
な
ど
ご
協
力
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
藤
岡
北
高
校（
☎

㉒
２
３
０
８
）

　
親
子
で
一
緒
に
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
手
遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。

日
時　
４
月
17
日
㈬
午
前
10
時
30

分
～
11
時

　
※
午
前
９
時
～
正
午
は「
赤
ち
ゃ

ん
タ
イ
ム
」で
す（
毎
週
水
曜
日
）

日
時　
５
月
７
日
～
７
月
９
日
の

火
曜
日（
全
10
回
）午
後
７
時
～

８
時
30
分

会
場　
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
北
棟

講
師　
マ
リ
ア・キ
ム
ラ
さ
ん（
市

Ａ
Ｌ
Ｔ
）

対
象　
中
学
生
以
上
の
人

定
員　
15
人（
先
着
順
、
最
少
実

施
人
数
10
人
）

参
加
料　
５
０
０
０
円（
教
材
費

込
み
）

持
っ
て
く
る
物　
筆
記
用
具

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
４
月

９
日
㈫
～
23
日
㈫
に
藤
岡
地
方
ユ

ネ
ス
コ
協
会
事
務
局（
生
涯
学
習

課
内
☎
㉒
６
８
８
８
）へ

日
時　
５
月
10
日
～
８
月
２
日（
５

月
17
日
・
31
日
・
７
月
19
日
を
除

く
）の
金
曜
日（
全
10
回
）午
後

７
時
～
８
時

会
場　
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
北
棟

講
師　
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
さ
ん（
ベ
リ
ー

ダ
ン
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

対
象　
女
性

定
員　
15
人（
先
着
順
、
最
少
実

対
象　
普
通
旋
盤
加
工
の
基
礎
を

習
得
し
た
い
人

定
員　
10
人（
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　
筆
記
用
具
・
関

数
電
卓
・
作
業
服
・
安
全
靴
・
帽

子
・
保
護
眼
鏡

応
募
締
め
切
り　
５
月
７
日
㈫

  

フ
ラ
イ
ス
盤
段
取
り
・
加
工
入
門

日
時　
６
月
18
日
㈫
～
21
日
㈮

（
全
４
回
）午
後
５
時
～
８
時
15
分

内
容　
フ
ラ
イ
ス
盤
の
基
本
操
作

（
工
具
や
材
料
の
取
り
付
け
方
、

平
面
・
段
加
工
の
基
礎
）

対
象　
フ
ラ
イ
ス
盤
加
工
の
基
礎

を
習
得
し
た
い
人

定
員　
５
人（
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　
筆
記
用
具
・
関

数
電
卓
・
作
業
服
・
安
全
靴
・
帽

子
・
保
護
眼
鏡

応
募
締
め
切
り　
５
月
28
日
㈫

  

共
通
事
項

会
場　
高
崎
産
業
技
術
専
門
校

参
加
料　
９
６
０
０
円

そ
の
他　
応
募
締
め
切
り
後
、
定

員
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
募
集
期

間
を
延
長
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

実
施
時
期
や
訓
練
内
容
な
ど
を
個

別
設
定
す
る
オ
ー
ダ
ー
型
コ
ー
ス

も
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ　
高
崎
産
業
技
術
専

門
校（
☎
０
２
７・
３
２
０・
２

２
２
１
）

施
人
数
10
人
）

参
加
料　
５
０
０
０
円

持
っ
て
く
る
物　
運
動
の
で
き
る

服
装
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
４
月

９
日
㈫
～
23
日
㈫
に
藤
岡
地
方
ユ

ネ
ス
コ
協
会
事
務
局（
生
涯
学
習

課
内
☎
㉒
６
８
８
８
）へ

  

普
通
旋
盤
段
取
り
・
加
工
入
門

日
時　
５
月
21
日
㈫
～
24
日
㈮（
全

４
回
）午
後
５
時
～
８
時
15
分

内
容　
旋
盤
の
基
本
操
作（
工
具

や
材
料
の
取
り
付
け
方
、
切
削
加

工
の
基
礎
な
ど
）

  
イ
ベ
ン
ト

ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
教
室

  

図
書
館
情
報

　
　
問
☎
㉒
１
６
６
９

初
級
英
会
話
教
室

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

あ
か
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
の

お
は
な
し
会

藤
岡
北
高
ア
グ
リ
フ
ェ
ア

春
の
野
菜
苗
・
草
花
販
売
会

一
学
期
英
会
話
教
室

前
期
フ
ラ
ン
ス
語
教
室

ス
ペ
イ
ン
語
入
門
講
座

プラネタリウム（通常投影）
　投影日　毎週土・日曜日、祝日
　入場料　大人 300 円、小・中学生 200 円
　　　　　（未就学児無料）
　投影番組・時間
　 ▽こぐま座のティオ星空だいぼうけん　午前 10時～

　 ▽ドラえもん宇宙ふしぎ大探検 3　地球のふしぎ
　　午前 11 時～・午後 3 時～
　 ▽ノーマン・ザ・スノーマン～流れ星のふる夜に～
　　午後 1 時 30分～

若い音楽家を育てるための
フレッシュコンサート
　日　時　5月 19日㈰ 午後 1時 30分開演
　�入場料　全席自由 500 円

島津亜矢コンサート 2019
　日　時　６月１日㈯午前11時 30分～・午後 3 時 30分～
　�入場料　全席指定 6,500円（未就学児入場不可）

ベンチャーズ　JAPAN　TOUR　2019
　日　時　8 月 3 日㈯ 午後 4 時開演
　�入場料　全席指定 6,000円（未就学児入場不可）

沢田研二コンサートツアー
　日　時　5月19日㈰ 午後 4 時開演
　�入場料　全席指定 8,000円（未就学児入場不可）

市内幼稚園・保育園手作り
こいのぼり展示
　日　時　４月20日㈯～５月5日㈷
　　　　　午前９時～午後５時
　　　　　※雨天強風中止

郷土芸能鑑賞会
　日　時　５月 5日㈷ 午後１時開演
　�入場料　無料

  

講
座
・
教
室
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図
書
館
情
報

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

イ
ベ
ン
ト

健
康
福
祉

内
容　
自
己
紹
介
や
あ
い
さ
つ
な

ど
簡
単
な
日
常
手
話
の
習
得

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
手
話
初
心
者

  

基
礎
講
座

日
時　
５
月
16
日
～
12
月
12
日
の

木
曜
日（
全
30
回
）午
後
７
時
～

９
時

内
容　
簡
単
な
日
常
会
話
か
ら
、

自
分
の
意
思
を
伝
え
る
た
め
の
手

話
の
習
得

対
象　
入
門
講
座
修
了
者

  

共
通
事
項

会
場　
市
福
祉
会
館

定
員　
各
講
座
20
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
３

２
４
０
円
が
別
途
必
要
に
な
り
ま

す
）

そ
の
他　
受
講
経
験
者
で
再
受
講

希
望
者
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
４
月

26
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
福
祉
課（
☎

㊵
２
３
８
４
）へ

　
各
種
統
計
調
査
の
調
査
員
と
し

て
活
動
す
る
統
計
調
査
協
力
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
勤
労
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
自

己
啓
発
を
目
的
と
し
た
、
新
し
い

仲
間
と
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
楽

し
く
学
べ
る
講
座
で
す
。

期
間　
５
月
～
９
月（
各
12
回
）

会
場　
総
合
学
習
セ
ン
タ
―

対
象　
市
内
在
勤
の
人
ま
た
は
市

内
在
住
の
勤
労
者（
学
生
不
可
）

　
※
ヨ
ガ
は
50
歳
ま
で

講
座
・
定
員
・
教
材
費
・
時
間

参
加
料　
１
講
座
１
０
０
０
円（
表

の
教
材
費
と
は
別
に
必
要
で
す
）

そ
の
他　
応
募
者
が
５
人
未
満
の

場
合
は
そ
の
講
座
を
中
止
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
４
月

８
日
㈪
～
26
日
㈮
に
氏
名（
ふ
り

が
な
）・
住
所
・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
・
勤
務
先
・
希
望
講
座
名

を
商
工
観
光
課（
☎
㊵
２
３
１
８

　
㉔
４
４
１
４ 　

syoko2@
city.

fujioka.gunm
a.jp

）へ

  

準
備
講
習
会

日
時　
５
月
22
日
㈬
午
前
９
時
～

午
後
４
時

会
場　
多
野
藤
岡
広
域
消
防
本
部

対
象　
乙
種
第
４
類

参
加
料　
▽
一
般
＝
９
０
０
０
円

▽
協
会
員
＝
８
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
）

  

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日　
６
月
23
日
㈰

会
場　
前
橋
工
高
・
高
崎
工
高
・

渋
川
工
高
・
関
東
学
園
大
学

種
別　
甲
種
・
乙
種（
１
～
６
類
）・

丙
種

手
数
料　
▽
甲
種
＝
６
５
０
０
円

▽
乙
種
＝
４
５
０
０
円
▽
丙
種
＝

３
６
０
０
円

登
録
要
件　
市
内
在
住
で
次
の
要

件
を
満
た
す
人
▽
20
歳
以
上
▽
責

任
を
持
っ
て
活
動
に
取
り
組
め
る

▽
調
査
時
に
知
り
得
た
秘
密
の
保

護
を
厳
守
で
き
る
▽
税
務・警
察・

選
挙
な
ど
に
直
接
関
係
が
な
い

採
用　
簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
。

登
録
後
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
調

査
実
施
の
２
～
３
カ
月
前
に
電
話

な
ど
で
依
頼
し
ま
す

　
※
登
録
者
の
全
て
が
調
査
に
従

事
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

報
酬　
統
計
調
査
の
種
類
に
よ
り

異
な
り
ま
す

そ
の
他　
▽
調
査
従
事
期
間
中
は

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
５
月

７
日
㈫
～
20
日
㈪（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）に
多
野
藤
岡
広
域

消
防
本
部
予
防
課（
☎
㉒
２
４
６

７
）へ

　
本
市
出
身
の
彫
刻
家
・
星
野
宣

の
作
品
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
粘
土

で
自
由
に
彫
刻
作
品
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時　
４
月
30
日
㉁
午
前
９
時
30

分
～
正
午

会
場　
会
遊
亭

講
師　
吉
田
光
正
さ
ん（
彫
刻
家
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
小
学
生
以
上
の
人

定
員　
15
人（
先
着
順
）

参
加
料　
２
０
０
０
円（
材
料
費

な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
４
月

８
日
㈪
～
22
日
㈪
に
地
域
づ
く
り

課（
☎
㊵
２
４
２
８
）へ

　
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す

る
講
座
で
す
。

  

入
門
講
座

日
時　
５
月
14
日
～
10
月
29
日
の

火
曜
日（
全
23
回
）午
後
１
時
～

３
時

非
常
勤
の
公
務
員
と
な
り
ま
す
▽

調
査
活
動
中
に
災
害
に
遭
っ
た
場

合
は
補
償
が
あ
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
調
査

員
登
録
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
総
務
課（
☎

㊵
２
２
２
７
）へ

　
母
子
会
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

親
な
ど
が
互
い
に
助
け
合
い
励
ま

し
合
っ
て
誰
も
が
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
よ
う
活
動
し
て
い
る
団
体

で
す
。
各
種
行
事
を
通
し
て
会
員

同
士
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
新
規
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
入
会
し
て
親
睦
を
深
め
ま

せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家

庭
の
親
お
よ
び
寡
婦

年
会
費　
１
家
庭
１
０
０
０
円

主
な
行
事　
▽
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大

会
▽
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
旅
行
▽
親

子
社
会
見
学
▽
ク
リ
ス
マ
ス
会
▽

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
市
母

子
会
事
務
局（
子
ど
も
課
内
☎
㊵

２
２
８
６
）

　
河
川
敷
や
市
道
な
ど
に
は
雑
草

が
繁
茂
し
、
ご
み
の
散
乱
や
不
法

投
棄
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
市
で

は
身
近
な
公
共
空
間
の
美
化
を
行

う
団
体
を
募
集
し
、
そ
の
活
動
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　
６
月
28
日
㈮
ま
で

活
動
区
域　
市
内
の
道
路
・
公
園
・

河
川
敷
な
ど
の
公
共
空
間（
市
指

定
区
域
ま
た
は
活
動
団
体
任
意
の

場
所
）

活
動
内
容　
活
動
区
域
の
美
化
活

動（
清
掃
・
除
草
・
植
栽
な
ど
）

支
援
内
容　
補
助
金
の
交
付（
年

額
２
万
円
）

　
※
他
の
補
助
制
度
と
の
重
複
は

で
き
ま
せ
ん

対
象　
年
３
回
以
上
活
動
で
き
、

10
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
市
民
・

企
業
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
団

体（
12
団
体
ま
で
）

そ
の
他　
必
要
書
類
は
環
境
課
の

窓
口
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配

布
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ　
環
境
課（
☎
㊵
２

２
６
４
）

日
時　
６
月
９
日
㈰

会
場　
藤
岡
商
工
会
議
所

受
験
料　
▽
１
級
＝
７
７
１
０
円

▽
２
級
＝
４
６
３
０
円
▽
３
級
＝

２
８
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
４
月

12
日
㈮
～
５
月
17
日
㈮（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）に
受
験
料
を
持
っ
て

藤
岡
商
工
会
議
所（
☎
㉒
１
２
３

０
）へ

講座名 曜日 定員（先着順） 教材費 開講日 時間

ピラティス 火 20 人 無料 ５月14日 午後７時～８時

着付け 水 15 人 無料 ５月15日 午後７時～８時 30分

ヨガ 水 20 人 無料 ５月15日 午後７時～８時 30分

エアロビクス 木 20 人 無料 ５月16日 午後７時～８時

初級中国語会話 金 20 人 1,500円 ５月17日 午後７時～８時 30分

勤
労
者
福
祉
教
養
講
座（
前
期
）

粘
土
で
作
る
彫
刻
教
室

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

地
域
美
化
活
動
推
進
団
体

市
母
子
会
へ
の
入
会

統
計
調
査
協
力
員
登
録
者

日
商
簿
記
検
定
試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験
・

準
備
講
習
会

両手の人差し指を
お 互 い に 向 け て、
交互に前方に回す

右手を耳に当てて、
左手を口に当てる

手話をやってみよう（第１回）
　手話は音声言語と異なり、手指や体の動き、
表情を使って視覚的に表現する言語です。
　手話が身近な言語となるよう、皆さんもやっ
てみましょう。
　今月は「手話」と「ろう者」を紹介します。
　※手話をする手は左右どちらでも可能です

【手話】 【ろう者】

  

募
集
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図
書
館
情
報

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

イ
ベ
ン
ト

健
康
福
祉

日
時　
５
月
15
日
～
10
月
23
日
の

水
曜
日
、
午
後
７
時
～
９
時

会
場　
庚
申
山
総
合
公
園
多
目
的

広
場
・
東
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容　
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
の
基
礎

的
な
技
術

対
象　
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学

５
年
生
～
中
学
生

定
員　
15
人（
先
着
順
）

参
加
料　
１
０
０
０
円（
保
険
料

な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
４
月

８
日
㈪
～
５
月
８
日
㈬
に
印
鑑
を

持
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

　　
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
と
仲
間
と

協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び

ま
す
。
女
の
子
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時　
毎
週
土
・
日
曜
日
、
午
前

８
時
30
分
～
11
時
30
分

会
場　
中
央
公
園
な
ど

対
象　
市
内
在
住
の
年
中
児
～
小

学
２
年
生（
女
子
は
６
年
生
ま
で
）

参
加
料　
▽
入
会
金
１
０
０
０
円

▽
月
会
費
１
家
族
１
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
市
サ
ッ

カ
ー
協
会
山
田
さ
ん（
☎
０
９
０
・

２
６
４
１・６
５
６
３
）・
ス
ポ
ー

ツ
課

　
日
時　
５
月
15
日
～
10
月
23
日
の

水
曜
日
、
午
後
７
時
～
９
時

会
場　
庚
申
山
総
合
公
園
多
目
的

広
場
・
東
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
象　
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学

３
～
６
年
生

定
員　
30
人（
先
着
順
）

参
加
料　
１
人
１
０
０
０
円（
保

険
料
な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
４
月

８
日
㈪
～
５
月
８
日
㈬
に
ス
ポ
ー

ツ
課
へ

日
時　
５
月
12
日
㈰
午
前
９
時
15

分
集
合
、
午
後
２
時
30
分
解
散
予
定

集
合
場
所　
市
役
所
東
庁
舎
前

コ
ー
ス　
14
㎞（
団
体
歩
行
）

対
象　
健
康
な
人（
小
学
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
料　
１
人
２
０
０
円（
記
念

品
代
）

　
※
小
学
生
以
下
は
無
料

持
っ
て
く
る
物　
弁
当
・
水
筒
・

雨
具
・
敷
物
・
健
康
保
険
証
の
写
し

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
５
月

７
日
㈫
ま
で
に
参
加
料
を
持
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
課
へ

日
時　
５
月
11
日
～
７
月
13
日
の

土
曜
日（
全
10
回
）午
後
７
時
～

９
時

会
場　
市
民
体
育
館

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

在
園（
年
長
児
以
上
）の
初
心
者

定
員　
40
人（
先
着
順
）

参
加
料　
３
０
０
０
円（
保
険
料

な
ど
）

持
っ
て
く
る
物　
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ（
上
履
き
）・
ラ
ケ
ッ
ト

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
４
月

８
日
㈪
～
26
日
㈮
に
参
加
料
を
持
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

　
日
時　
5
月
10
日
～
7
月
12
日
の

金
曜
日（
全
10
回
）午
後
7
時
～

9
時

会
場　
市
民
体
育
館

対
象　
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学

1
年
生
以
上
の
親
子（
１
人
で
の

参
加
も
可
能
）

定
員　
30
人（
先
着
順
）

参
加
料　
１
人
２
０
０
０
円（
保

険
料
な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
４
月

８
日
㈪
～
19
日
㈮
に
印
鑑
を
持
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

　
万
一
の
け
が
な
ど
に
備
え
て
加

入
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
受
け
付
け　
随
時

加
入
で
き
る
団
体　
ス
ポ
ー
ツ
活

動
・
文
化
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
・
地
域
活
動
・
指
導
活
動
な

ど
を
行
う
４
人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ

ア
グ
ル
ー
プ
や
団
体

保
険
期
間　
４
月
１
日（
４
月
１

日
以
降
の
申
し
込
み
の
場
合
は
、

掛
け
金
を
振
り
込
ん
だ
日
の
翌
日

午
前
０
時
）～
平
成
32
年
３
月
31
日

保
険
料（
１
人
当
た
り
）

注
意
事
項　
▽
加
入
区
分
を
誤
っ

た
場
合
、
保
険
金
が
支
払
わ
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
▽
学
校
の
部

活
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
団
体
が
加
入

し
た
場
合
、
学
校
管
理
下
に
お
け

る
活
動
中
の
傷
害
は
補
償
対
象
外

問
い
合
わ
せ　
ス
ポ
ー
ツ
課

日
時　
▽
第
１
期
＝
５
月
11
日
～

６
月
８
日
▽
第
２
期
＝
６
月
15
日
～

７
月
13
日
の
土
曜
日（
各
期
全
５

回
）午
前
８
時
30
分
～
９
時
30
分

会
場　
み
ず
と
ぴ
あ
藤
岡

対
象　
市
内
在
住
・
在
学
で
知
的

障
が
い
の
あ
る
小
・
中
学
生

定
員　
各
期
10
人（
先
着
順
）

参
加
料　
各
期
１
人
３
５
０
０
円

（
保
険
料
な
ど
）

持
っ
て
く
る
物　
水
着
・
タ
オ
ル
・

ゴ
ー
グ
ル
・
水
泳
帽
子

申
し
込
み　
４
月
９
日
㈫
～
26
日

㈮
に
印
鑑
を
持
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

問
い
合
わ
せ　
市
水
泳
協
会
多
胡

さ
ん（
☎
㉒
３
５
４
４
）・
ス
ポ
ー

ツ
課

日
時　
５
月
６
日
㉁
午
前
９
時
20

分
集
合
、
９
時
30
分
開
会

会
場　
総
合
運
動
公
園
弓
道
場

種
目　
個
人
戦

競
技
方
法　
近
的
競
技（
36
㎝
か

す
み
的
・
的
中
制
・
各
自
10
射
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
一
般

ま
た
は
小
中
学
生
お
よ
び
県
内
招

待
者（
高
校
生
は
支
部
会
員
の
み
）

参
加
料　
１
０
０
０
円

申
し
込
み　
参
加
料
を
持
っ
て
当

日
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
ス
ポ
ー
ツ
課

日
時　
５
月
11
日
～
７
月
６
日
の

土
曜
日
お
よ
び
７
月
７
日
㈰（
全

10
回
）▽
午
前
の
部
＝
午
前
10
時
～

正
午
▽
午
後
の
部
＝
午
後
７
時
～

９
時

　
※
最
終
日
は
修
了
式（
午
前
９

時
30
分
開
会
）を
行
い
ま
す

会
場　
総
合
運
動
公
園
弓
道
場

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
小
学
５
年
生
以
上
の
人（
中
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　
30
人（
先
着
順
）

参
加
料　
３
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
４
月

８
日
㈪
～
26
日
㈮
に
参
加
料
を
持
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

地　区 巡回コース（時間）

神　流
上戸塚青年会館（9:10）→下戸塚公会堂（9:30）→岡之郷停留
所（9:50）→岡之郷下郷（10:10）→温井光蓮寺（10:30）→下
栗須公会堂（10:50）→県立藤岡特別支援学校（11:20）→神流
小学校（13:20）

小　野

中栗須神明宮前（9:30）→中上光明寺（9:50）→中下盛勝院
前（10:10）→森新田公会堂（10:30）→北藤岡ニュータウン

（10:50）→小野公民館（11:10）→立石琴平神社（13:20）→
立石新田公会堂（13:50）→中島公会堂（14:10）→立石県営
団地（14:30）

美土里
上大塚東組集会所（9:30）→中大塚下郷公会堂（9:50）→美土
里公民館（10:10）→本動堂公会堂前（10:30）→篠塚公会堂

（10:50）→上落合公会堂前（13:30）→鮎川団地（13:50）→篠
塚団地（14:20）

美九里
保美公会堂（9:20）→三本木集会所（9:40）→矢場公会堂

（10:00）→美九里公民館（10:20）→牛田旧臼田商店前（10:40）
→波家田公会堂（11:00）→寺山平地神社（11:20）→美九里
西小学校（13:20）→美九里東小学校（14:50）

平　井
平井小学校（9:20）→西平井公会堂（10:30）→旧東平井農協

（10:50）→鮎川公会堂（11:10）→平井公民館（11:25）→白
石公会堂前（11:45）→小野小学校（13:30）

日　野
加藤木材資材置場（9:20）→日野公民館（9:40）→ふらっと
農園（10:00）→黒沢商店（10:20）→日野小学校（11:00）→
美土里小学校（13:20）

鬼　石
鬼石北小学校（9:30）→三波川第２コミュニティセンター

（10:50）→譲原集会所（11:20）→鬼石公民館（11:40）→鬼石
小学校（13:20）

　図書館から遠い所に住んで
いる人も気軽に本に親しめる
よう、移動図書館「ふじ号」が
毎月 1 回各地区を巡回してい
ます。
　ふじ号には一般書（小説や料
理・旅行などの実用書）や児童
書（児童向けの読み物や絵本、
紙芝居）など約 2,300 冊の本を
積んでいます。貸し出し冊数
は 1 人 10 冊まで、貸し出し期
間は次の巡回日まで（約１カ月
後）です。巡回時に本のリクエ
ストや予約も受け付けていま
す。
　巡回日は広報ふじおかや図
書館ホームページに掲載しま
す。図書館窓口でも年間予定
表を配布しています。
問い合わせ　図書館（☎㉒ 1669）

移動図書館「ふじ号」が各地区を巡回します加入対象区分 補償される団体活動など 保険料
（年額） 対象範囲

子ども
（中学生以下）

Ａ１ スポーツ活動、文化・ボランティア・地域活動 800 円 団体活動とその往復中

ＡＷ 上記団体活動＋個人活動 1,450 円
団体活動とその往復中
上記以外の個人練習・
個人活動など

大
人

高校生以上 Ａ２ 文化活動・ボランティア・地域活動など 800 円

団体活動とその往復中
64 歳以下 Ｃ スポーツ活動

（指導・審判を含む）
1,850 円

65 歳以上 Ｂ 1,200 円
全年齢 Ｄ 危険度の高いスポーツ活動 11,000 円

知
的
障
が
い
者
水
泳
教
室

市
民
弓
道
教
室

市
民
春
季
弓
道
大
会

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
教
室

市
民
テ
ク
テ
ク
大
会

親
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
ス
ク
ー
ル

キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

※巡回時間は多少前後することがあります。また悪天候のときなどは日程を変更
することがあります

  
ス
ポ
ー
ツ

　
　
問
☎
㊿
８
２
１
３
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図
書
館
情
報

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

イ
ベ
ン
ト

健
康
福
祉

  

麻
し
ん

　

麻
し
ん（
は
し
か
）は
感
染
力

が
非
常
に
強
い
感
染
症
で
、
肺
炎

や
中
耳
炎
、
脳
炎
な
ど
の
合
併
症

を
伴
っ
て
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

  

風
し
ん

　

風
し
ん（
三
日
は
し
か
）は
妊

娠
初
期
の
女
性
が
か
か
る
と
先
天

性
風
し
ん
症
候
群（
先
天
性
心
疾

患
・
難
聴
な
ど
）の
赤
ち
ゃ
ん
が

生
ま
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

定
期
予
防
接
種
対
象
者　
▽
第
１

期
＝
生
後
12
カ
月
～
24
カ
月
未
満

の
乳
幼
児
▽
第
２
期
＝
平
成
25
年

４
月
２
日
～
26
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
子
ど
も

接
種
方
法　
県
内
の
契
約
医
療
機

関
に
事
前
予
約
し
、
母
子
健
康
手

帳
・
予
診
票
・
健
康
保
険
証
・
福

祉
医
療
受
給
資
格
者
証
を
提
示
し

て
受
診
し
て
く
だ
さ
い

接
種
費
用　
無
料

そ
の
他　
▽
西
日
本
を
中
心
に
麻

し
ん
が
、
全
国
的
に
風
し
ん
が
流

行
し
て
い
ま
す
。
早
め
に
接
種
を

し
て
く
だ
さ
い
▽
第
２
期
対
象
者

に
は
お
知
ら
せ
を
発
送
し
て
い
ま

す
▽
乳
幼
児
健
康
診
査
時
に
配
布

し
た
予
診
票
を
使
用
し
て
く
だ
さ

い
。
予
診
票
の
な
い
人
は
、
母
子

健
康
手
帳
を
持
っ
て
子
ど
も
課
へ

問
い
合
わ
せ　
子
ど
も
課（
☎
㊵

２
２
６
８
）

　
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
と
は
、通
い
や
短
期
間
の
宿
泊
、

訪
問
介
護
・
訪
問
看
護
を
組
み
合

わ
せ
て
一
体
的
な
介
護
や
看
護
を

行
う
こ
と
の
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
本
年
度
よ
り
設
置
を
希
望
す

る
法
人
を
募
集
し
ま
す
。

事
前
相
談
期
間　
４
月
１
日
㈪
～

19
日
㈮

募
集
期
間　
４
月
22
日
㈪
～
５
月

24
日
㈮

そ
の
他　
▽
応
募
用
紙
な
ど
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
▽
公
募
に
よ
り
選
定

さ
れ
た
事
業
者
は
、
開
設
に
あ
た

り
、
県
よ
り
資
金
の
補
助
を
受
け

ら
れ
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
介
護

高
齢
課（
☎
㊵
２
２
９
２
）

　　
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
加
入
者
を
対
象
に
、

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
の
検
診
費
用

を
助
成
し
ま
す
。
助
成
を
受
け
る

に
は
事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
日
時
・
会
場　
▽
４
月
23
日

㈫
午
前
９
時
～
午
後
４
時
＝
市
役

所
第
６
会
議
室
▽
４
月
24
日
㈬
～

10
月
31
日
㈭（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）＝
保
険
年
金
課
▽
４

月
23
日
㈫
～
10
月
31
日
㈭（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）＝
鬼
石

総
合
支
所
鬼
石
振
興
課

対
象　
市
の
が
ん
検
診（
胃
が
ん
、

大
腸
が
ん
、
結
核
・
肺
が
ん（
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
））を
受
診
し
て

い
な
い
人
で
▽
国
民
健
康
保
険
税

を
完
納
し
て
い
る
35
歳
以
上
の
人

（
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
て
い

る
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）▽

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納

し
て
い
る
人（
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
を
受
診
し
て
い
る
人
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
）

人
間
ド
ッ
ク
実
施
期
間　
▽
国
民

健
康
保
険
＝
６
月
３
日
㈪
～
平
成

32
年
２
月
28
日
㈮
▽
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
＝
６
月
３
日
㈪
～
12
月

27
日
㈮

実
施
医
療
機
関　
左
表
の
と
お
り

検
診
料　
自
己
負
担
金
額
＝
１
万

２
４
０
０
円（
検
診
料
３
万
４
０

０
０
円
か
ら
市
助
成
金
額
２
万
１

６
０
０
円
を
差
し
引
い
た
額
）

　
※
10
月
１
日
以
降
は
自
己
負
担

金
額
＝
１
万
３
１
０
０
円（
検
診

料
３
万
４
７
０
０
円
か
ら
市
助
成

金
額
２
万
１
６
０
０
円
を
差
し
引

い
た
額
）に
な
り
ま
す

持
っ
て
く
る
物　
国
民
健
康
保
険

ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
証
・
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
不

可
）

そ
の
他　
次
の
全
て
の
要
件
に
該

当
す
る
人
は
誕
生
日
前
に
職
場
の

健
康
診
査
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い

▽
年
度
内
に
75
歳
に
な
る（
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
）

▽
誕
生
日
が
11
月
１
日
以
降
▽
現

在
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
中

　
※
詳
細
は
保
険
年
金
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
課（
☎

㊵
２
８
２
２
）

　　
福
祉
医
療
制
度
と
は
、
子
ど
も

や
障
が
い
の
あ
る
人
、
母
子
・
父

子
家
庭
な
ど
で
、
下
表
に
該
当
す

る
人
が
医
療
機
関
を
受
診
し
た
と

き
の
自
己
負
担
額
を
県
と
市
で
負

担
す
る
制
度
で
す
。

　
対
象
者
に
は「
福
祉
医
療
費
受

給
資
格
者
証
」が
交
付
さ
れ
、
医

療
機
関
で
支
払
う
保
険
診
療
分
の

自
己
負
担
額
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
申
請
し
て
認
定
を
受

け
な
い
と
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

下
表
の
資
格
要
件
に
該
当
す
る
人

で
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
で

に
認
定
を
受
け
て
い
る
人
で
、
氏

名
、
住
所
、
障
害
等
級
、
健
康
保

険
証
の
種
類
な
ど
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
※
福
祉
医
療
制
度
は
、
他
の
医

療
制
度（
自
立
支
援
医
療
・
指
定

難
病
な
ど
）を
優
先
し
て
い
ま
す
。

他
制
度
の
公
費
負
担
医
療
制
度
が

利
用
で
き
る
人
は
、
他
制
度
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
医
療
機
関

受
診
時
は
健
康
保
険
証
と
他
制
度

の
受
給
者
証
や
福
祉
医
療
費
受
給

資
格
者
証
な
ど
を
、
一
緒
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い

申
請
・
問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金

課（
☎
㊵
２
２
５
９
）

級数 支給額 ( 月額） 支給要件

１級 ５万2,200 円

▽ 身体障害者手帳１・２級程度の障がい
のある人 ▽療育手帳判定Ａ程度の障がい
のある人 ▽精神障害者保健福祉手帳 1 級
程度の障がいのある人

２級 ３万4,770 円

▽身体障害者手帳３級程度の障がいのあ
る人 ▽日常生活が著しい制限を受ける程
度の知的障がいもしくは精神障がいのあ
る人

表１）児童扶養手当の支給額・要件など

表２）特別児童扶養手当の支給額・要件など

医療機関名 所在地
秋山医院 小林 748-8

石川医院 立石 560-1

鬼石病院 鬼石 139-1

木村内科医院 藤岡 736-28

くすの木病院 藤岡 607-22

栗原胃腸科外科医院 神田 144-1

斎藤医院 藤岡 1545-17

さわだ医院 岡之郷 685-1

篠塚病院 篠塚 105-1

しののめクリニック 中栗須 485-5

すぎやまメディカルクリニック 下大塚 180-11

田原内科クリニック 藤岡 694-1

中田医院 藤岡 1144-3

光病院 本郷 1045

深沢内科医院 上戸塚 142-1

藤岡総合病院 中栗須 813-1

星野医院 藤岡 857-3

やまうち内科 藤岡 424-7

山崎外科医院 藤岡 2351

国民健康保険・後期高齢者医療制度
日帰り人間ドック検診医療機関

　　
該
当
し
て
い
る
人
で
手
当
を
受

け
て
い
な
い
人
は
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
こ
れ
ら
の
手
当
は
本
人
の
父
母

や
本
人
な
ど
の
所
得
が
一
定
額
を

超
え
る
と
支
給
が
停
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
手
当
を
受

け
て
い
る
人
は
、
毎
年
８
月
に
現

況
届
を
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い

  

児
童
扶
養
手
当

　
ひ
と
り
親
家
庭
と
な
っ
た
児
童

を
監
護
・
養
育
し
て
い
る
人
を
支

援
す
る
た
め
の
手
当
で
す
。

受
給
者　
18
歳
に
な
っ
て
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
児
童（
障
が
い

の
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）を
監

護
し
て
い
る
人

　
※
所
得
制
限
な
ど
多
く
の
要
件

が
あ
る
の
で
、
受
給
者
本
人
が
事

前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

支
給
額
・
要
件　
表
１
の
通
り（
手

当
額
は
所
得
状
況
に
よ
り
変
化
し

ま
す
）

非
該
当
要
件　
▽
施
設
な
ど（
通

所
施
設
を
除
く
）に
入
所
し
て
い

る
▽
児
童
が
母（
父
）の
配
偶
者

（
事
実
婚
を
含
む
）に
養
育
さ
れ

て
い
る
▽
請
求
者
が
事
実
上
の
婚

姻
関
係（
内
縁
関
係
な
ど
）が
あ

る　
な
ど

  

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
障
が
い
の
あ
る
未
成
年
者
に
対

す
る
福
祉
増
進
を
図
る
た
め
の
手

当
で
す
。

受
給
者　
心
身
に
障
が
い（
内
部

障
害
を
含
む
）の
あ
る
20
歳
未
満

（
20
歳
に
な
る
誕
生
日
の
前
日
ま

で
）の
児
童
を
養
育
す
る
人

支
給
額
・
要
件　
表
２
の
通
り

非
該
当
要
件　
▽
児
童
が
障
が
い

を
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
給

し
て
い
る
▽
児
童
が
施
設
な
ど（
通

所
施
設
を
除
く
）に
入
所
し
て
い

る　
な
ど

申
請
・
問
い
合
わ
せ　
子
ど
も
課

（
☎
㊵
２
２
８
６
）

対象 資格要件 申請に必要なもの
子ども 出生から中学卒業まで 健康保険証・印鑑

障がいのある人

身体障害者手帳１級・２級・３級・４級（言
語機能障害） 健康保険証・印鑑・障

がいの有無などを証
明する手帳や証書

障害年金１級・２級
療育手帳Ａ判定・Ｂ判定
特別児童扶養手当１級・２級

母子・父子家庭 18 歳（年度末）までの子どもを扶養して
いる母子・父子家庭 ※申請前に相談して

ください父母がいない子ども 18 歳（年度末）までの父母のいない子ども

各
種
児
童
扶
養
手
当
の
申
請

福
祉
医
療
制
度
の
手
続
き

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所
の
設
置
希
望
者

麻
し
ん
・
風
し
ん

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
予
防
接
種

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
費
用
助
成

  
健
康
福
祉

児童数 支給額（月額） 支給要件全部支給 一部支給

１人目 ４万2,910 円 4 万 2,900 円～
1万120 円

▽父母が離婚 ▽父または母が死亡 ▽父または
母が重度の障がい（国民年金法による障害等級
１級程度） ▽父または母が生死不明 ▽父または
母が１年以上遺棄 ▽父または母が裁判所から
のＤＶ保護命令を受けた ▽父または母が１年
以上拘禁中 ▽未婚の母子 ▽父母ともに不明（孤
児など）

２人目 1 万 140 円 1 万 130 円～
5,070 円

３人目以降 6,080 円 6,070 円～
3,040 円
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図
書
館
情
報

講
座
・
教
室

募　
集

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

イ
ベ
ン
ト

健
康
福
祉

催し物 期日 時間 会場

ライトアップ・イルミネーション まつり期間中 日没～午後 9 時 ふじの咲く丘

ふじ香る空間（作品展示 ) まつり期間中 午前９時～午後 9 時 ふじふれあい館 

ふじの即売会・ふじ育成相談コーナー まつり期間中 午前10時～午後５時 ふじふれあい館前広場

物産市 まつり期間中 午前10時～午後５時 藤棚広場・駐車場 

新潟県上越市物産市 ４月27日㈯～29日㈷ 午前10時～午後５時 ふじふれあい館前広場

野外ステージコンサート ４月28日㈰ 午前10時～午後４時 野外ステージ

大道芸披露 ５月 2 日㉁・3日㈷ 午前11時～・午後２時～ 藤棚広場・野外ステージ

お茶席 ５月 ５日㈷ 午前10時～ ふじふれあい館前広場

押し花体験 ４月27日㈯・５月１日㈷ 午前10時～ ふじふれあい館

フラワーアレンジメント体験 ４月29日㈷・５月3日㈷・５日㈷ 午前10時～ 藤棚広場

ゆかりんとさくらんの花あつめ（シールラリー）  3月 30日㈯～6月30日㈰ ― ふじふれあい館・市内協力店

駅からハイキング ４月 27日㈯～5月19日㈰ 午前9時30分～正午（受付時間） 会遊亭（受付場所）

ゴールデンウイークはふじの咲く丘へ遊びに行こう!!

藤岡ふじまつり

藤岡市観光協会 PR キャラクター
藤岡　 紫

ゆかり

イベント情報

４月22日～５月６日
月 休

問い合わせ　商工観光課（☎㊵ 2317）・ふじふれあい館（☎㉒ 8111）

日
時　
４
月
23
日
㈫
午
後
１
時
～

４
時（
要
予
約
）

会
場　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
▽
健
康
や
栄
養
に
つ
い
て

相
談
会
▽
血
管
年
齢
測
定
▽
体
組

成
測
定

持
っ
て
く
る
物　
各
種
検
診
結
果

票
・
健
康
手
帳
・
お
薬
手
帳
な
ど

相
談
対
象
者
の
健
康
状
態
が
分
か

る
物

そ
の
他　
▽
相
談
は
家
族
な
ど
本

人
以
外
で
も
受
け
付
け
ま
す
▽
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
利
用
者
は
体
組
成
測

定
を
行
え
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
課（
☎

㊵
２
８
０
８
）

　
重
度
障
が
い
の
あ
る
人
に
、
タ

ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
補
助
す
る

「
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
」を
交
付
し

て
い
ま
す
。
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
は

多
野
藤
岡
ハ
イ
ヤ
ー
協
議
会
加
盟

の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
お
よ
び
介
護

タ
ク
シ
ー
事
業
者
を
利
用
し
た
際

に
運
賃
の
支
払
い
に
使
え
ま
す
。

利
用
期
間　
交
付
日
～
平
成
32
年

３
月
31
日（
通
年
）

交
付
会
場　
福
祉
課
・
鬼
石
総
合

支
所
鬼
石
振
興
課

内
容　
券
の
利
用
１
枚
に
つ
き
５

０
０
円
を
補
助
。
１
カ
月
当
た
り

３
枚（
年
間
最
高
36
枚
）交
付

　
※
運
賃
に
応
じ
て
複
数
枚
の
利

用
が
可
能
で
す

対
象　
市
内
在
住
で
以
下
の
い
ず

れ
か
の
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
▽
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
▽
療
育
手
帳
Ａ
▽
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級

　
※
自
動
車
税
減
免
を
受
け
て
い

る
人
と
施
設
入
所
者
は
対
象
外

持
っ
て
く
る
物　
障
害
者
手
帳
・

印
鑑

問
い
合
わ
せ　
福
祉
課（
☎
㊵
２

３
８
４
）

　
新
技
術
や
新
製
品
の
開
発
、
新

分
野
へ
の
進
出
な
ど
に
取
り
組
む

意
欲
の
あ
る
中
小
企
業
を
支
援
し

ま
す
。

対
象　
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を

有
す
る
中
小
企
業

対
象
事
業　
中
小
企
業
者
が
自
ら

行
う
新
技
術
・
新
製
品
に
関
す
る

開
発
で
、
新
規
性
が
あ
り
事
業
化

と
市
場
性
が
見
込
ま
れ
る
も
の

補
助
額　
補
助
対
象
経
費
か
ら
企

業
負
担
額
20
万
円
を
差
し
引
い
た

額
と
し
、
１
企
業
当
た
り
80
万
円

ま
で

受
付
期
限　
５
月
10
日
㈮
ま
で

　
※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
商
工

観
光
課（
☎
㊵
２
３
１
８
）

　　
空
き
店
舗
や
空
き
家
な
ど
を
活

用
し
て
新
規
開
業
す
る
人
に
対
し
、

出
店
に
必
要
な
賃
借
料
お
よ
び
改

修
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
開

業
後
お
よ
び
改
修
後
の
補
助
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
地
域　
都
市
計
画
法
に
規
定

す
る
近
隣
商
業
地
域
お
よ
び
商
業

地
域
と
鬼
石
地
区
の
本
町
通
り
、

相
生
町
通
り
お
よ
び
大
門
通
り

対
象
業
種　
小
売
業
、飲
食
店（
夜

間
営
業
の
み
の
飲
食
店
な
ど
一
部

を
除
く
）、
持
ち
帰
り
・
配
達
飲

食
サ
ー
ビ
ス
業
、
洗
濯
・
理
容
・

美
容
・
浴
場
業
、
生
活
関
連
サ
ー

ビ
ス
業
、
教
育
・
学
習
支
援
業
に

属
す
る
事
業
で
、
商
店
街
の
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
に
適
し
た
も
の

　
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い

賃
借
料
補
助　
１
出
店
者
当
た
り

月
額
３
万
円
以
内（
空
き
店
舗
な

ど
の
賃
借
料
の
２
分
の
１
以
内
）

で
事
業
開
始
日
の
翌
月
か
ら
最
長

12
カ
月
間

改
修
費
補
助　
店
舗
の
外
装
・
内

装
お
よ
び
設
備（
水
道
・
電
気
・

ガ
ス
・
空
調
）な
ど
の
改
修
費
の

２
分
の
１
以
内
の
額
と
し
、
１
出

店
者
当
た
り
１
０
０
万
円
ま
で

申
請
・
問
い
合
わ
せ　
商
工
観
光

課（
☎
㊵
２
３
１
８
）

　
期
間　
４
月
13
日
㈯
～
11
月
24
日
㈰

使
用
料　
▽
１
泊（
午
後
１
時
～

翌
日
午
前
11
時
）＝
１
区
画
３
２

４
０
円
▽
日
帰
り（
午
前
９
時
～

午
後
４
時
）＝
１
区
画
２
１
６
０
円

　
※
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
以

外
の
人
は
、
高
校
生
以
上
１
人
５

４
０
円
を
加
算
し
ま
す
。
10
月
１

日
以
降
は
使
用
料
が
変
わ
る
場
合

が
あ
り
ま
す

そ
の
他　
▽
テ
ン
ト
・
食
料
品
・

用
具
な
ど
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▽
ア
イ
ス
・
ジ
ュ
ー
ス
・
炭
の
販

売
、タ
ー
プ
テ
ン
ト
・
鉄
板
・
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
な
ど
の
貸
し
出

し（
有
料
）は
行
っ
て
い
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
４
月

９
日
㈫
か
ら
烏
川
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場（
☎
㊷
６
９
０
２
）へ

　
４
月
１
日
よ
り
申
請
手
数
料
が

か
か
り
ま
す
。
詳
細
は
都
市
計
画

課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
・
手
数
料　
▽
道
路
位
置
指

定
申
請
＝
５
万
円
▽
建
築
基
準
法

第
43
条
第
２
項
第
１
号
に
規
定
す

る
特
例
認
定
申
請
＝
３
万
３
０
０

０
円（
各
１
件
当
た
り
）

問
い
合
わ
せ　
都
市
計
画
課（
☎

㊵
２
８
２
７
）

　
春
は
進
学
や
就
職
な
ど
環
境
が

変
わ
り
、
普
通
免
許
を
取
得
後
す

ぐ
に
車
に
乗
り
始
め
る
人
が
増
え

る
季
節
で
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
県
警
察
本
部
交
通

企
画
課（
☎
０
２
７・
２
４
３
・

０
１
１
０
）

問い合わせ　秘書課（☎㊵2208）スマホでも「広報ふじおか」が読めます

　スマートフォン用無料アプリ「マチイロ」を
導入しています。お使いのスマホから「いつで
も」・「どこでも」・「無料」で広報ふじおかを読め
ます。ぜひご利用ください。

　利用方法の詳細は右の QR コード
　から確認してください　　⇒⇒⇒

　敷地面積約 2.3 ヘクタールもの広大な園内に、形や色の異なる 45 種
類の藤が咲き誇ります。中でも、全長 250 メートルにもおよぶ巨大な
藤棚は必見です。

空
き
店
舗
等
活
用
事
業
補
助
金

烏
川
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン

道
路
位
置
指
定
な
ど
の
手
数
料

運
転
初
心
者
の
交
通
事
故
防
止

成
人
健
康
相
談

重
度
障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

ぐ
ん
ま
新
技
術
・

新
商
品
開
発
推
進
補
助
金

  

そ
の
他

ふじふれあい館ふじの咲く丘



人権を考える 問い合わせ　生涯学習課（☎㉒6888）

～基本的人権～

新
し
い
権
利
も
主
張
さ
れ
て
い

ま
す
。

人
権
侵
害

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
権
利
が
守

ら
れ
な
い
事
態
が
日
本
中
で
起
き

て
い
ま
す
。
新
た
に
事
件
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
だ
け
で
も
、

毎
年
２
万
件
前
後
の
事
例
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
も
、
パ

ワ
ハ
ラ
や
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
が
新
聞

紙
上
に
数
多
く
、
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
人
権
侵
害

事
件
数
は
全
体
的
に
見
る
と
、
こ

こ
数
年
ほ
ぼ
横
ば
い
で
す
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害

は
、
こ
の
５
年
間
で
３
倍
以
上
に

な
る
な
ど
、
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
人
権
侵
害
行
為
は
誰
に
で
も
起

こ
り
得
る
こ
と
で
す
が
、
そ
の
中

で
も
、
社
会
の
中
の
弱
者（
女
性
・

子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
・

病
気
の
人
な
ど
）や
少
数
派
の
人

た
ち（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
・
ア
イ
ヌ
民
族
・

外
国
人
な
ど
）、
社
会
問
題
の
被

害
に
あ
っ
た
人
た
ち（
同
和
問
題
・

東
日
本
大
震
災
被
害
者
・
犯
罪
被

害
者
な
ど
）に
対
す
る
も
の
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

　
人
権
問
題
は
世
界
各
国
の
課
題

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
昨
年
は「
世
界
人
権
宣
言
」

が
制
定
さ
れ
て
70
周
年
の
節
目
の

年
で
、
改
め
て
人
権
問
題
が
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
人
権
問
題
の
基
本
と
な

る
こ
と
に
目
を
向
け
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

基
本
的
人
権

　
基
本
的
人
権
は
、
誰
も
が
生
ま

れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
大
切
な

権
利
で
す
。
日
本
国
憲
法
で
は
、

次
の
よ
う
な
権
利
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
人
種
・
性
別
・
門
地
な
ど
に
よ
っ

て
差
別
さ
れ
ま
せ
ん

○
法
律
に
反
し
な
い
限
り
、表
現・

思
想
・
宗
教
・
居
住
な
ど
の
自
由

が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す

○
教
育
を
受
け
る
権
利
、
最
低
限

度
の
人
間
ら
し
い
生
活
を
国
が
保

障
し
て
い
ま
す

○
政
治
に
参
加
し
た
り
、
裁
判
を

受
け
た
り
す
る
権
利
な
ど
も
保
障

さ
れ
て
い
ま
す

　

ま
た
社
会
の
進
展
と
と
も
に
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
権
利
な
ど
、

人
権
課
題
へ
の
対
応

　
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
際

に
は
多
様
な
立
場
の
人
た
ち
が
数

多
く
日
本
を
訪
れ
ま
す
。こ
れ
を
、

人
権
へ
の
配
慮
を
よ
り
進
め
る
た

め
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
一
人
一
人
の
人
権
を
尊
重
す
る

た
め
に
は
、
こ
の
機
会
に
外
国
人

や
障
が
い
者
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
た

ち
な
ど
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

具
体
的
な
対
応
の
仕
方
を
考
え
、

実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
は
、
多
様
な
立
場

の
人
た
ち
へ
の
理
解
と
多
様
性
を

認
め
る
思
い
や
り
の
姿
勢
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
自
他
の
権
利

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
多
様
性
に

合
わ
せ
た
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

準
備
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
身
近
な
生
活
の
中
で
も
、

違
い
の
あ
る
こ
と
を
当
た
り
前
と

認
め
て
問
題
を
解
決
す
る
よ
う
に

意
識
し
、
行
動
に
表
し
て
い
け
る

よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

人
権
相
談　
▽
市
役
所
市
民
相
談

室
＝
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
▽
鬼

石
公
民
館
＝
４
・
７
・
９
・
12
月

の
第
３
木
曜
日
、
午
後
１
時
～
３
時

問い合わせ　学校教育課（☎㊿8212）
　　　　　　鬼石中学校（☎�2750）

鬼石中学校

↑鬼石公民館で行われた「子供料理教室」の様子。地域の人に
米のとぎ方からおかず作りまで丁寧に教わりました。

　今年で創立 33 年となる鬼石中学校では「歌う鬼
中」「走る鬼中」を合言葉に日々元気に学校生活を
送っています。「歌う鬼中」では、学校行事や小中
音楽祭で一人一人が大きな声で精一杯歌うことを
心掛けています。「走る鬼中」では、学校から桜山ま
での往復 18㎞の道のりを走る立志マラソンを行っ
ています。仲間と励まし合いながら行うこの行事で
は、コース途中に保護者や地域の人たちが応援して
くれています。もう一つの校内マラソン大会では鬼
石のまちなかをコースに、日頃の練習の成果を力いっ
ぱい出し切ります。まちなかを走っていると地域の
人たちから「がんばれー」などといった温かい声援が
送られ、生徒たちは「応援に励まされ、より一層力
が出た」と振り返ります。

　また食への関心を高め、感謝の心を育むことを目
的に始められた「お弁当の日」では、自分で作ったお
弁当を持ち寄り、友達と歓談しながら食べます。好
きなキャラクターに似せた『キャラ弁』を作ったとい
う生徒は「見た目にこだわった」といい、いつもとは
違った楽しいお昼に友達との会話も弾みます。また
公民館では地域の人と一緒にお弁当作りをしたり、
地元のスーパーからはおかずのレシピの提供や食
材の紹介などの協力をしてもらったり、生徒のお弁
当作りには地域を挙げて協力しています。
　鬼石地区では「地域の子は地域で育てる」という
地域コミュニティーの後押しを受け、今日も鬼石中
学校の生徒は勉学に励んでいます。

～地域で育てる鬼中生～

木下結
ゆ う り

理さん　平野愛
ま な

菜さん

新井公
こ う き

貴くん　田中麗
れ お ん

恩くん　藤巻飛
ひゅうが

雅くん

図書館司書がセレクトした新刊情報

開館時間　　午前９時～午後８時（土・日曜日、祝日は午後５時まで）
休館日　　　月曜日
問い合わせ　図書館（☎㉒1669）

著者 ▽柳生　博・加藤　登紀子
多元的生活、世代間格差、地方と中
央、男と女…。年を重ねてなお輝く
人生の達人 2 人が、自然の素晴らし
さや厳しさ、さらには人生観などを
ユーモアたっぷりに語り、笑い、問う。

著者 ▽横山　秀夫
１級建築士の青瀬が設計した新築の
家。しかし越してきたはずの家族の
姿は無く、１脚の「タウトの椅子」だ
けが浅間山を望むように残されてい
た。何が起きたのか？一家の行方は…。

著者 ▽ゆむい
夫の心ない言葉、非協力的な態度。
同等に収入が無いと、家事・育児に
協力してほしいと言うこともできな
いの？扶養からぬけだし自立するこ
とを決意するももこだが…。

ノースライト 自然を生きる、自分を生きる夫の扶養からぬけだしたい
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市
民
の
皆
さ
ん
と
歩
ん
で
65
年

広
報
ふ
じ
お
か
発
行
１
２
０
０
号

花と緑のぐんまづくり通信
https://www.city.fujioka.gunma.jp/hanamidori/

問い合わせ　都市施設課（☎㊵2332）

　
「
広
報
ふ
じ
お
か
」は
昭
和
29
年
４
月
に
第
１
号
を
発
行
し
、
今

号
で
創
刊
１
２
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。
市
の
発
展
と
と
も
に
市
民

の
皆
さ
ん
と
歩
ん
だ
本
紙
の
あ
ゆ
み
を
紹
介
し
ま
す
。

昭和29年４月１日号
円未満の小額通貨が
廃止された昭和29年。
藤岡町と神流村、小
野村、美土里村、美
九里村が合併し藤岡
市が誕生しました。

創刊号
1,000号

500号
平成２年２月１日号
大阪で国際花と緑の博覧
会が開催された平成２年。
市立図書館が現在の場所
へ新築移転しました。

平成22年12月１日号
高速道路の一部無料化
が始まった平成22年。
総合学習センターがオー
プンしました。

広報紙の変化
・昭和29年４月１日号～
Ｂ5版、月１回発行
・昭和53年４月１日号～
月２回（１・15日）発行
に変更
・昭和61年４月１日号～
Ａ４版に変更

石川県羽咋市
は く い

↑協定を交わし、手を取り合う㈱日本旅行の堀坂社長（左）
と山辺市長。同社宣伝部長を務める「キティちゃん」も参加

　２月28日、羽咋市は㈱日本旅行と「地方創生」に
向けた包括連携協定を締結しました。この協定は、
羽咋市と同社が互いに協力し、羽咋の観光振興や
魅力発信、移住・定住をはじめとする地域の活性化
に向けて取り組むことに合意したものです。
　日本でも有数の大手旅行会社である同社が、特
定の自治体のＰＲのために協定を締結するのは全
国でも初めてのこと。今後は、連携して羽咋観光
のための旅行プランや千里浜なぎさドライブウェ
イをはじめとする観光資源を活用した市の魅力発
信、ふるさと納税返礼品としての旅行商品開発な
どに取り組むことになります。新たな絆で羽咋の
知名度が国内外に高まることが期待されます。

㈱日本旅行と協定締結

羽咋創生をバックアップ

　今年も藤の花の季節が近づいています。藤
岡市の「藤」に、この藤の花を連想する人は
多いのではないでしょうか。しかし、そもそ
も「ふじおか」の地名はどのような経緯で成
立したのでしょうか。
　富士浅間神社の縁起によると今から約700
年前の鎌倉時代、日蓮が佐渡流罪から赦免さ
れ、鎌倉への帰途で藤岡に滞在した折、常

とき

が
岡
おか

の鮭
さけ

塚
づか

に、法華経８巻を納めて、富士山の
分霊を勧

かん

請
じょう

し、この地を「富士岡」と称した
といいます。天龍寺には日蓮直筆の「方

ほう

便
べん

品
ぽん

十
じゅう

六
ろく

字
じ

」が残されており、日蓮が藤岡の地に
滞在したことを裏付ける重要な史料となって
います。その後藤岡領主になった芦

あし

田
た

氏が芦
田城を築き始めたころに「富士岡」から「藤
岡」と表記するようになったと伝えられてい
ます。「常が岡」とは、現在の藤岡付近広域を

指し、その範囲は常緑の
松が多かった庚申山付近
にまで及んだことから

「常」の字を用いたそうで
す。これが藤岡の元の地
名ではないかといわれ、
富士浅間神社も「常

とき

岡
おか

神
社」と呼ばれていた時代
がありました。
　「常が岡」そして日蓮の
称した「富士岡」がどのよ
うに作用し、「藤岡」の地
名になったのかは定かで
はありませんが、いずれ
にしても藤岡の歴史と深
い関わりがあることは確
かと思われます。

日蓮直筆「方便品十六字」
（市指定重要文化財）

～藤岡の文化を探る～
問い合わせ　文化財保護課（☎㉓ 5997）

 No.37 地名「藤岡」の由来
～「 ふじおか」と日　の足跡～
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ハンギングバスケット

　ふじの咲く丘では、花と緑のぐんまづくり藤岡市実行委員である藤岡緑化クラブと群馬県建設業協
会藤岡支部が花壇づくりを行いました。4月13日㈯・14日㈰には、実行委員とボランティアの皆さん
で花壇に花を植えます。花と緑で彩られた藤岡市をぜひお楽しみください。

　毎年県内各市町で開催している「花と緑のぐんまづくり」が2020年に藤岡市で開催することが決定
しました。また、2019年は県内初の開催となるプレイベントを行います。
　「花と緑のぐんまづくり通信」ではイベント情報や活動の様子などをお知らせしていきます。

日にち 時間 会場 内容

４月 27日㈯ 午後１時 30分～ ふじの咲く丘
オープニングセレモニー
花の苗無料配布（無くなり次第終了）
や中学生による吹奏楽など

４月 28日㈰ 午前 11時～
午後 1時 30分～

古桜町広場

屋外イベント（出演者：岩瀬ガッツ・
HORIKEN・TMJ）

４月 29日㈷ 午前 11時～
午後 1時 30分～

屋外イベント（出演者：岩瀬ガッツ・
ポチッとくん・NT ALL）

４月 30日㉁
午前 11時～
午後 1時 30分～

屋外イベント（出演者：岩瀬ガッツ・
三国けん・アンカンミンカン）

午前 9 時 30分～ 藤岡北高校生による野菜などの販売

花と緑のぐんまづくりin藤岡～プレイベント～　４月の催し情報

ハンギングバスケットと
は、空中へぶら下げられ
る容器に植物を植え付け
る空間演出方法の１つで
す。市内各所にもハンギ
ングバスケットによる飾
り付けを行う予定です。

イベント会場の様子

フェイスブック・インスタグラム始めました！
　※期間中、汁物などの無料配布を予定しています

いいね！・フォローを　お待ちしています！

フェイスブック
@hanamidori.fujioka

インスタグラム
@hanamidori_fujioka
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ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
に
苦
労
し

て
い
る
」と
引
田
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
引
田
さ
ん
の
最
近
の
楽
し
み
は
、
母

国
に
帰
っ
た
生
徒
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

て
や
り
と
り
を
す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
国
内
外
関
係
な
く
瞬
時
に
相

手
と
や
り
と
り
が
で
き
る
の
で
、
生
徒

が
今
ど
ん
な
仕
事
や
生
活
を
し
て
い
る

の
か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
話
題
に
つ
い

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
や
り
と
り
を
し

て
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
後
は「
日
本
語
教
室
の
指
導
者
が

高
齢
化
し
て
い
る
の
で
、
若
い
人
た
ち

に
指
導
者
と
し
て
積
極
的
に
参
加
い
た

だ
き
、
日
本
語
教
室
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

日
本
語
を
通
し
て
国
際
交
流

本
語
教
室
で
の
サ
ポ
ー
ト
は
、

約
15
年
前
に
知
人
か
ら
誘
わ
れ

た
の
が
き
っ
か
け
。
引
田
さ
ん
は
、
元

々
教
師
を
し
て
い
た
経
験
か
ら
日
本
語

教
室
で
の
活
動
に
も
そ
れ
ほ
ど
抵
抗
な

く
、
ま
た
、
外
国
の
人
た
ち
と
話
す
こ

と
も
好
き
だ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
溶
け

込
む
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
日
本

語
教
室
に
通
う
主
な
生
徒
は
市
内
の
企

業
な
ど
で
働
く
実
習
生
で
、「
指
導
を
始

め
た
頃
は
、
片
言
の
日
本
語
を
話
せ
る

生
徒
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
で
は
片
言

の
日
本
語
も
話
せ
な
い
生
徒
が
多
く
な

り
、以
前
よ
り
日
本
語
の
指
導
や
コ
ミ
ュ

日

藤岡市国際交流協会日本語教室長

引
ひ き だ

田　美
み さ こ

佐子さん（浄法寺）

　1951年東京都生まれ。藤岡市国際交流協会ボラン
ティア部会副部会長兼日本語教室長を務め、外国人
の日本語学習のサポートをしている。

Profile

古紙配合率70％再生紙を使用しています。

ちびっこ応募

あなたの家のちびっこを広報で紹介しませんか？
■対象
■応募方法

■応募先

市内在住の４歳未満（受付時点）で過去に掲載のない子ども
任意の用紙に保護者の氏名・住所・電話番号・子どもの名前・性別・生年月日・子どもへの
メッセージ（32 字以内）を明記し、子どもの写真１枚を郵送・メール・持参のいずれかの方法
秘書課広報広聴係（☎㊵2208 ・     hisyo@city.fujioka.gunma.jp）

山
や ま う ち

内　蒼
そ う た

太くん
（１歳２カ月・小林）

井
い ぐ さ

艸　莉
り の

乃ちゃん
（１歳２カ月・中）

いつまでもお姉ちゃんと仲良し
姉妹でいてね♡大好きです！！

遠
え ん ど う

藤　朔
さ く た ろ う

太朗くん
（４歳・藤岡）

たくさん食べて元気モリモリ
大きくなってねっ☆

我が家の宝物☆パパとママは
朔ちゃんの笑顔が大好きです。

ち

こ
びっ

登
場

市
民

475 

■
発

行
／

藤
岡

市
　

〒
375-8601　

　
　

群
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市

中
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須
327番

地
　

☎
0274㉒
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0274㉔

3252
■

編
集

／
企

画
部

秘
書

課
　

■
ホ

ー
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ペ
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ジ
　

https://w
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w
.city.fujioka.gunm

a.jp/　
■
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／
株
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印
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